
 

別記３－９ 
 

導 灯 の 側 感 度 

 
１ 図１（導灯の垂直図）及び図２（導灯の水平図）において、導線からの側距離Ｐは前、後灯間の距離ｂ、観

測者と後灯との距離ｄ及び観測点で両灯を見込む水平角θの函数である。この場合、両灯間の距離ｂが与えら
れたとき、ｄが一定の点では側距離Ｐの最小値、すなわち最高の感度をとるときの値は、健全視力を持つ観測
者が「分開効果」により認知し得るθの最小値をとることにより得ることができる。分解側距離は、次式によ

り求める。 
 

 
 
 

２ 図において水平角θは両灯を見込む垂直角Δの函数である。観測者が判別し得る角度θの最小値は、両灯の
高低差を導線上の最も危険な点においてΔが２分から８分（60進法の角度）であり、最も望ましいθは約１

分で、この場合のΔの最適値は、約 3.5分である。 
 水平角θ及び垂直角Δは、次式により求める。 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
３ 何らかの理由により最適の高低差が得られない場合、両灯間の距離ｂを増せば導灯の感度を増加することが

できる。 
 
   図 １ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図 ２ 
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θはΔに対応して図表から求める。 Δ＝Δ1 －Δ2 －Δ3 

∵ Δ1 ＝3,438 
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